
感染予防対策

• アルコール消毒やマスクの着用、利用者の検温など感染予防対策がとられている傾向がみられる。
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施設やサービス利用時にお客様に対しコロナ対策ガイドラインが施設・設備内に掲示されている。

施設やサービス利用前にお客様に対してコロナ対策ガイドラインを自社HPや施設内掲示等を通じてコミュニケーションを実施している。

施設（入退場・入退館）、車両（乗下車時）のアルコールなどによる適切な消毒を実施している。

手洗いや消毒マニュアルを施設・車両内に掲示している。

お客様に対し従業員のマスク着用実施の案内（掲示含む）をしている。

HP上や施設利用時の際にコロナ対策に関するお客様が不安に感じられる点や
質問に対し真摯かつ適切に対応する姿勢をお客様へ伝えている。

利用者の検温を実施している。

施設内における身体的・物理的距離（フィジカル・ディスタンス）のルールを策定し、実施している。

感染者の発生時の対応やお客様がガイドラインを遵守いただけない場合なども想定し、
従業員がお客様からの疑問や不安に対して答えられるよう研修を行い、様々な局面に備えている。

食事箇所でのコロナ対策ガイドライン（配膳、消毒、清掃）を作成し、実施している。

決済時の接触を最小限にするために、従業員は手袋やトレイを利用している。

食事箇所におけるビュッフェ実施方法の改善や工夫（手袋配布、
スタッフによる取り分け、ドリンクバーの定期的な清掃等）している。

食洗機の利用等の食器類の洗浄を強化している。

卓上に置かれるものを最小限化・個包装での提供を実施している。

音声ガイダンス等の非接触型コミュニケーションツールの導入している。

施設・ホテル・レストラン・車内・機内への分散入場／退場や搭乗／降機の実施している。

Webチェックイン、オンライン予約や決済（QRコードや電子マネー）等の非接触型サービスを導入している。

その他

感染発症時に備え、医療機関等のパートナーと協力や緊急時対応計画を作成している。

前売り販売、入場時間制限、小グループ化等の密をつくらない取組を推進している。

N=323現在実施しているお客様向け感染予防対策事例



感染予防対策

• 日本人・外国人を問わず、観光客受入に際し参照されているガイドラインや感染防止策について。
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N=316現在参照しているガイドラインや感染防止策（回答より一部抜粋）

【参照しているガイドライン】
・国土交通省による業種別ガイドライン
・厚生労働省のホームページ
・外務省のホームページ
・各都道府県策定のガイドライン
・旅客船事業のガイドライン
・日本バス協会ガイドライン
・旅館・ホテル協会 ガイドライン
・厚労省・日本バス協会のガイドライン
・全国ハイヤータクシー連合会のガイドライン
・業界のガイドラインを利用
・自社基準を設け対応
・遊園地・テーマパークにおける新型コロナウイルス
感染拡大予防ガイドライン
・全国ホテル旅館生活衛生同業組合
・日本博物館協会等のマニュアルを参照

【感染防止策】
・マスク着用・消毒の徹底・検温
・フェイスシールド
・独自のガイドラインを作成し、利用者に配布
・立ち位置の表示
・店舗内への入室規制及びアクリル板越しでの接客
・館内のお客さま高頻度接触部位についての消毒を徹底
・ソーシャルディスタンス
・出入口でのサーモグラフィーの実施
・出庫前検温、手の消毒、定期的車内換気・消毒、帰庫後
車内消毒(オゾン・アルコール）



感染予防対策

• 感染予防対策についてどのような手段を用いてお客様にお伝えしているか。
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N=316お客様への伝達手段について（回答より一部抜粋）

【感染防止策のお客様への伝達手段】
・バス車内掲示
・自社ホームページ上で告知
・入場口にてスタッフによる説明
・自店舗入り口等に案内を掲示／自社HP上で告知共用
・飛沫防止シートの設置や手指消毒、マスクの着用を求めている。
・ピクトグラムの使用
・自治体が発行する対策実施シートの掲示／自社HPで告知
・予約時のコミュニケーション
・事前に旅行会社様へ情報提供
・事前に案内メールを送付
・チェックイン時にフロントにて告知
・エレベータ、店頭などに案内掲示
・車内に除菌・消毒の掲示と厚労省からの指導事項を提示している
・各空港に案内の掲示／HP上での告知



感染予防対策

• 従業員に向けて、アルコール消毒を実施している回答者は88％を占めて、最も一般的に取られている予防対策と
なっている。
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手洗いマニュアルの作成している。

ガイド、ドライバー等の従業員向けに業務遂行上のQ＆Aも含むガイドラインを策定し実施している

アルコールなどによる適切な消毒を実施している。

感染防止のためのアクションリストやチェックリストの作成している。

事務所内における身体的・物理的距離（フィジカル・ディスタンス）のルールを策定し、実施している。

健康診断を含む従業員の健康に関するコロナ対策ガイドラインを策定し、実施している。

感染可能性のある従業員に対する自宅待機ルール策定し、そのルールを実践している。

サービス提供時に一貫してお客様の感染予防策（身体的接触ルール、食事の取り分け、食器類の扱い、
服装、マスクと手袋の着用等）を取れるよう、必要な情報、ツール、装備等を従業員へ提供している。

フェイスシールドやパネル備品準備等の執務スペースでの従業員の安全を確保する環境を整備している。

政府や業界ガイドラインの遵守奨励と、定期的な従業員の健康状態のモニタリングを実施している。

休憩場所や待機場所等のバックオフィスで待機する人数制限ルールを策定し、実施している。

サービス提供時に一貫してお客様の感染予防策（同上）を提供できるよう、必要な研修を実施している。

その他

N=293現在実施している従業員向けの具体的な感染予防対策事例



総括

• インバウンド観光客の受入再開に向けた重要事項として、「ワクチン・予防接種の開発」とともに「国の指針が明確であること」が上位。
加えて、PCR検査実施や陰性証明持参など、国際的な往来再開に向けた運用ルールに係る面が重要視されている。

• 上記をはじめとした重要事項が解決された場合、96%を超える回答者がインバウンド観光客の受入を再開したいと考えている。

• インバウンド観光客の受入再開を希望する時期は、「2021年4月以降（4～6月）」が32%、次いで「2021年3月まで」が27%と上位。

2021年6月までの受入再開を希望する回答者は、合計8割を占める。

• 受入再開を想定する地域については、台湾、香港、中国、タイ、韓国、シンガポールが上位で、東・東南アジア諸国からの受入につ
いて想定する傾向がみられた。

• 受入を希望する旅行スタイルについては、「個人レジャーの旅程管理型旅行」 「団体レジャーの旅程管理型旅行」の順で希望優先度
が高い。

行程の管理がなされた「旅程管理型旅行」の形態が、安心・安全につながると受入側は考えている。

• 既に実施している感染対策としては、「従業員の感染リスク低減策の策定」 「ソーシャルディスタンス確保」の回答がともに6割以上。
アルコール消毒やマスクの着用、利用者の検温なども上位で、基本的な感染予防については対策が取られている傾向がみられる。
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国内事業者/自治体において、インバウンド旅行者の早期受入に積極的なスタンスがみられる。
また、訪日再開に向けた指針の明確化と同時に、現段階においては安心・安全につながる「旅程管理型」の旅行が求められている。


